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留学 生 と 日本 人学 生 の共 同 プ ロジ ェク ト授 業 にお け る
ペ ア間 の 日本語:コミュニケ ― シ ョンを促 す 工 夫

札野 寛 子*

留学生 と日本人学生のペアで科学技術関連課題に取 り組むプロジェク ト授業は、科学技術

日本語表現の修得お よび 日本語 コミュニケーシ ョン技能 向上に有効である。ただ しペア間で

の会話 が少なけれ ば、その効果 も減少する。最大限の効果 を得 るためには、授業運営上ペア

間での会話 を促す工夫が必要である。本稿では指定 した 日本語表現が当てはまるよ うに 「し

かけ」を作 るピタゴラ装置製作プロジェク トの概要 と、ペア間のコミュニケーシ ョン促進 を

目指 して取 り入れた1)「 話す道具」 としての言語知識 ・技能を高め るための工夫、2)「 話す

機会」を作 り出すための工夫、3)「 話 しやすい環境 」を設定す るための工夫を紹介 する。

キ ー ワ ー ド:プ ロ ジ ェ ク ト、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技 能 、 科 学 技 術 日本 語 、 日本 人 パ ー トナ ー

1は じめに

外国語の学習では、言語知識の導入と練習に加えて、

多くの実体験、すなわち擬i似的ではない、本物のコミ

ュニケーション場面において、周りの人々と意思疎通

を図る経験を積むことが必要である。そのような場面

を提供する方策のひとつとして、日本人学生と組んで

与えられた課題達成を目指すプロジェク ト形式の授業

がある。この形式は、特に科学技術 日本語の表現を学

ぶために、日常会話とは異なる会話場面を作り出すこ

とができるので有効である。 しかし単に、課題を決め

材料や教室を用意 しただけでは、それぞれが黙々と作

業に集中してしまい、留学生と目本人学生との間で、

期待される日本語の会話が行われないことが多い。こ

の問題を解決するには授業運営上の工夫が必要である。

筆者は、2007年 の夏期集中プログラムで、留学生と

目本人学生がペアになって取り組む 「ピタゴラ装置製

作プロジェクト」授業を実施した。この課題では、「～

を押す」「～が倒れる」など、事前に学ぶ一群の日本語

表現が表す動きを実現 した 「しかけ」を設計し製作し

なければならない。本稿では、この授業の実施概要を

報告することと、ペア間での会話実践を促すための授

業運営の工夫を紹介し、その成果と問題点を省察する

ことを目的とする。
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2.授 業 実 施 概 要

2.1授 業の位置づけおよび概略

「ピタゴラ装置製作プ ロジェク ト」授業(以 下 「プ

ロジェク ト授業」 と略)は 、2007年6～7月 に開催 さ

れた夏期集 中プログラムでの 「科学技術 日本語」授業

活動の一環である。 このプログラムは、米国協定校の

理工系学部学生を科 目等履修生 として6週 間受 け入れ

るもので、参加学生は初級終了か ら中級程度の 日本語

能力を持つ。07年 には35名 が参加 した。

「科学技術 日本語」授業は、前半20コ マの講義形式

の授業 と、後半20コ マ、目本人学生 と1対1の ペアで

のプ ロジェク ト授業から成る。今回の授業は、筆者 と

日本語非常勤講師2名 が担当した。

この授業で留学生 とペアを組む 日本人学生は、留学

生 と同数 を、学内アルバイ トとして、5月 中に先着順

で公募する。応募の際、学年 ・学科、英語の能力 レベ

ルは問わず、すべての授業時間に出席す ることと、授

業中は 日本語を優先的に話す ことが条件である。

2.2プ ロジェク ト授業の概要

2.2.1学 習のね らい

このプロジェク ト授業は、プロジェク トに先立つ講

義時間に学んだ基礎的な科学技術表現や、既習の 日本

語知識 を活用 して、留学生が 日本人パー トナー と科学

技術関連課題に取 り組み、最後の発表会でポスタープ



レゼンテーシ ョンを行 うことが主たる活動である。た

だ し、最終的な成果物の優劣よりも、それを生み出す

プロセスで、学習 した 日本語を使 って 日本人パー トナ

ー と意思疎通を図る体験を得ることが重要なね らいで

ある。

2.2,2プ ロジェク ト課題

2007年 度は、「ピタゴラ装置製作」 とい うプログラ

ムでは初のテーマ を取 り上げた。これは、 ドミノ倒 し

のよ うに、初動時のみ力 を加 えることで、連続 して動

きが起こるような複数の 「しかけ」づ くりである。

今回のプロジェク ト授業は次のように設計 した。

1)チーム編成 くじ引きで組み合わ された留学生 と日

本 人学生各1名 のペア2ペ アで1チ ーム。ただ し、

作業は基本的にペア単位で行 う。

2)し かけの数1ペ アで5種 類以上作 り、最終段階で

2ペ ア分の しかけを合体 させ る。

3)最 後の しかけA5サ イズあるいはそれ以上のサイ

ズの旗 を立て る/吊す こと。

4)サ イズ1チ ームで作業テーブル(幅180cmx奥 行

き75cm)2台 分以内。高 さは床から200cm以 内。

5)し かけの動きについての条件 しかけの動 きは、そ

れを描写するのに表1で 指定 した表現の8種 類、ま

たはそれ以上 を用いたものであること。表で指定 し

た表現以外のものも使 ってかまわない。

表1し かけの動きの描写に用いるべ き目本語表現

6)しかけに関しての力学的条件 物理的または電気的

な力だけを利用すること。化学的および生物的エネ

ルギーを利用してはいけない。電気的エネルギー源

は乾電池に限定する。火 ・薬品を使ってはいけない。

7)材 料およびコス ト 安全性を考慮した上で、身近に

あるものを利用してよい。材料を買 うための費用と

して1ペ ア当た り1,000円 を補助す る。ただ し、最

後に各ペアで収支報告書お よび全領収書を提 出 し

残金を返金すること。

8)発 表会 最終 日に、自分たちの作った しかけについ

てのポスター(A2サ イズ)を 用いて、各ペ アの留

学生が、日本語で 口頭発表をす る。発表 は、目本語

の成績 として 日本語教員が評価を行 う。そして、し

かけのデモンス トレーションを行 う。

9)ベ ス ト・アイディア賞、ベス トデザイ ン ・ポスター

賞 発表会の席上、留学生、日本人学生、教員の投

票で選ばれ、学長 より表彰状 と記念品が授与 され る。

2.2.3実 施方法

授業は、学内の技術職員の助言のもとで、 日本語教

員3名 が担 当した。成績配点内訳は以下のようである。

進捗状況 レポー ト(5回)50%

ポスター20%

プ レゼンテーシ ョン20%

学習態度(主 に出席点)10%

授業スケジュール と活動内容は表2の とお りである。

表2授 業スケジュール と活動内容(1時 限=60分)

3.日 本 語使 用 を促 す ための工 夫

前節で述べたように、この授業の本来のねらいは、

プロジェク ト課題に取 り組むプロセスにおいて、これ

までに学習 した 日本語を実際に使ってみよう、日本人



パー トナー と意思疎通を図ろ うとい うことである。 と

ころが、毎年なかなか会話が弾まないペアがい くつか

見受けられる。実は、留学生 と日本人学生のペアの組

み合わせ は、公平 性を保つために くじ引きによって決

定 され る。それぞれ の日本語能力や英語能力、学年、

学科などは全 く考慮 されない。そのため、共通 の話題

が少ないペアでは会話のきっかけが見つか らず、話が

長 く続かないようである。そこで授業実施に当たって

は、ペア間で活発な 日本語 コミュニケーシ ョンを促す

ための工夫が不可欠 となってい る。

本節では、今回のプロジェク ト授業でのコミュニケ

ーシ ョンを促すための工夫を紹介する
。 これ らの工夫

は、その目的で次の3種 に分けることができる。

1.「話す道具」として言語知識 ・技能を高めるため

の工夫

2.「 話す機会」を作 り出すための工夫

3.「 話 しやすい環境」 を設定するための工夫

3.1「 話す道具」として言語知識 ・技能 を高めるため

の工夫

科学技術関連の課題達成をめ ざすプロジェク トにお

いて 日本語でコミュニケーシ ョンを図るには、留学生

が一般的な 日本語教科書で学習する 目本語知識だけで

は明らかに不十分である。また このプロジェク トでは、

最後にポスター発表もしなければならない。 これ らの

問題に対応す るためには、事前にプロジェク ト活動で

用いる語彙表現学習 と発表練習が必要である。そのた

めに、今回は、プ ロジェク ト授業に先立つ関連講義の

中で、以下のような3種 の指導を行った。

1-1プ ロジェク ト活動 で必要な基礎語彙表現 の学習

プロジェク ト授業 に先立つ講義20コ マの中で5回

に分けて、プロジェク トで必要であろ うと推測 され

る表現約100語 の学習を行った。

〈コンピュータ操作用語〉 例:起 動す る、ファイル

を開く、保存す る、印刷す る

〈図形名称 ・サイズ ・単位表現〉 正方形、楕 円、円

柱、立方体、幅、高 さ、半径、重 さ、cm、kg

〈動作 ・操作表現〉 上下 させ る、押す、引っ張る、

立てる、傾 ける、吊す、落 とす、打つ、回す

く擬態語〉 でこぼこ、ぎざぎざ、ざらざら

1-2基 礎的な科学技術読解の学習 前項で導入 した表

現の一部が用い られている500～1500字 程度の文章

の読解教材を用いて、表現理解の定着を図った。

1-3読 解教材の内容をまとめた 口頭発表練習 留学生

は、学習 した読解教材 の内容 の一部を短 くま とめた

口頭発表原稿を作成 し、クラスで発表会 を行 った。

発表会では、各 自の発表 をビデオ録画 し、声量や話

す速 さ、視線の使い方な どをチェックした。 また、

名詞+助 詞 の語句の途中に入 って しま うポーズや、

「新聞+を → しんぶの」のよ うに擾音 と助詞 「を」

の同化の問題、あるいは語尾 を上げて話す癖 など、

各 自の 目本語発音/発 話上の問題な どにも注 目し、

改善を図った。

3.2「 話す機会」を作 り出すための工夫

先述の共通の話題がなくて会話が弾まないペアでも、

「今日 は装置のデザインを決めよ」 とい うよ うな具体

的な作業課題が与え られ ると、話すべき話題 が想定で

きるので会話が始め易 くなる。また、 「二人の会話の内

容 を報告せよ」 とい う課題は、意識 して 日本語で話そ

うとい う促 しにもなる。今回のプロジェク トでは、以

下のよ うに、話すべき内容 を指定 し、そのための時 と

場所 を設定することで、学生たちが話 をす る機会 を作

り出 して、彼 らの 日本語での会話 を促す工夫 をした。

2-1「 パー トナー情報シー ト」を用いた自己紹介 第

1回 授業では、ペアの組み合わせが決まった後、ペ

アごとに互いの 自己紹介を した。 この際、パー トナ

ーの氏名
、ニックネー ム、所属大学、専攻、学年、

趣味、メールア ドレス、携帯電話番号な どを記録す

る「パー トナー情 報シー ト」を用いた。学生たちは、

互いに質問を して記録 を取ってい く形で、初顔合わ

せの会話 を進めていくことができた。

2-2「 進捗状況 レポー ト」の記入 「進捗状況 レポー

ト」は、表3の ような質問に留学生が 日本語または

英語で記入する形の課題である。提出 日(第2、4,

6、10、14回 授業時)の 授業開始時に留学生に用紙

を配布 し、授業が終了 した時点で回収 した。

提出されたレポー トは、各項 目に十分な記述があ

るか、表現 ・表記などに誤 りはないかな どを教師が

チェックした上で、コメン トをつけて返却 した。全

部の質問に記述があれば1回 あた り10点 の得点を

与えた。またこの レポー トは、 「xxの 作業 は進み



ましたか」という形の質問をすることで、作業の進

捗状況を確認したり促 したりする役割も果たした。

表3進 捗状況レポー ト質問例

2-3材 料費な どの予算管理 各ペアには、開始時に、

材料購入 などのために1,000円 の現金 と支出一覧表

を渡 した。この予算で何を買 うか、どち らが予算を

管理す るか、どこで入手できるか、他にタダで入手

できる材料 はないかな どを、二人の間で相談 しなけ

ればならない。 また、一緒に買い物 をす る場合も、

日時と行 き先を決定 した り、求めるものが見つか ら

ない場合 どうするか考えた りしなければならない。

2-4ポ スター製作および印刷 学生たちは作品がで

きあがった段階で、コンピュータとデ ィジタルカメ

ラを用いて、A2サ イズのポス ターを作成 した。内

容は、しかけのサイズや構造説明、アピールポイン

ト、製作費用な どである。これ らの内容 を相談 しな

が らポスターのファイルを作成 して、指定された施

設に出向き、そこの職員の指示のもとで、大型ボス

ター印刷用プ リンタを用いて印刷 した。

2-5発 表原稿作成および練習 ポスター完成の後、学

生たちは、留学生が各ペアの作品を紹介する5分 程

度のプ レゼンテーシ ョン原稿を作成 した。この際 日

本人学生が、留学生がわか らない語彙表現を教 えた

り、誤 りを正 した りして 日本語の助言をした。練習

では発音 を直 した りもした。

2-6投 票 今回は、全作品 とポスターか ら 「ベス トア

イディア賞」 と 「ベス トデザイン ・ポスター賞」を

選出した。各ペアで、それぞれの賞に対 し1票 ずつ

投票できる。 どの作品に投票す るか、二人で作品を

見て歩き、互いの意見を交換 し意志決定を した。

3.3「 話 しやす い環境」を設定す るための工夫

コミュニケーションを促すためには、学生たちが利

用できる環境の工夫 も必要である。また、パー トナー

としての 日本人学生に、留学生 との対応のノウハ ウな

どを事前に指導を しておくと、交流上の心理的な負担

を軽減できて、会話量 も増えると考 えられ る。

3-1作 業内容 に応 じた設備 を持つ教室・施 設利用の手

配 今回のようなものづ くり活動では、作業の段階

に合わせて、必要な道具や設備な どが変わっていく。

た とえば、最初のディスカッシ ョンの段階では、イ

ンターネ ッ トで ピタゴラ装置の作品例な どを参照

できると、会話の話題も拡がっていくと推測できる。

そのためにこの授業では、学生たちの席で学内LAN

に接続できる教室を利用 した。その後製作作業が始

まってか らは、飛び飛びの授業時間の合間も、作業

状 況をそのままにしておけ る製図室を 占有使用で

きるように手配 した。その結果、放課後や週末に作

業に取 り組むペアもあった。また、プロジェク ト期

間中を通 して、材料調達や簡単な木工 ・金工の加工

作業 をした り、ポスター印刷をした りできる設備 を

持つ学内作業施設のスタッフに、事前に活動内容 を

伝え協力 を依頼 した。

3-2日 本人学生への事前オ リエンテーシ ョン 応募

して くる日本人学生の中には、前年度のプロジェク

トに協力 してくれた経験者 も数人いるが、大半は留

学生 と接するこ とが全 く初めて とい う学生 たちで

ある。そ こでプ ログラムが始まる直前に、日本人学

生 を集 めて1時 間程度のオ リエンテーシ ョンを行

った。この時に、プロジェク ト授業の目的や実施概

要の説 明と共に、以下のようなことが らについて説

明 ・指導を行った。

1.参 加留学生が どの程度の 日本語を理解 できるか。

―主語-述 語の単文がわかる程度。

―「です/ま す」体を中心に学習 しているので、

口語体にはなじみがない。

2.ど のよ うに話す とよいか。



―一文 を短 くす る。だ らだ ら話 し続けない。

―単語がわからない時
、辞書に頼 らず、絵 を

描いた りジェスチャーを用いた りして よい。

―留学生が理解できない場合、何通 りもの形

で言い換 えをするとかえって混乱する。

3.交 流上、何に配慮すべきか。

―授業は、あくまでも留学生のための日本語

学習が優先である。英会話の練習は慎むこと。

―安全 を優先 した行動をとること。

4.今 回の成 果 と今 後の課 題

本授業では、前節のように、ペア間でのコミュニケ

ーション促進をめざしてさまざまな工夫を行った。こ

れらの効果があったのかどうか、それがどの程度のも

のであるかについては、個々に判断できる方法を設定

しなかったため厳密な評価はできない。しかし、教師

による観察や、プログラム終了時に行ったプログラム

評価アンケー ト、個人面談、その他資料に見られる留

学生 ・日本人学生双方の意見や感想を参考にすること

ができる。これらをもとに、本節では今回の成果を振

り返り、問題点を明らかにしてみたい。

まず 「言語知識や技能を高めるための工夫」の事前

学習については、留学生への終了時アンケー トの事前

講義に関する質問 「3-4.この授業で取 り上げた図形名

称や動作表現などの表現学習はプロジェク トに役に立

ったか」を参考にできる。この質問への数値選択回答

の全体平均は3.9点(満 点5.0点)で 、自由記述コメン

トには、「講義で習った動詞をたくさん練習できた。プ

ロジェク トで練習できたので覚えるのが簡単だった」

という声が多かった。そして面談でも、半数近くの留

学生たちが、「このような表現は日常の会話でもよく

使 うものなので便利だ、もっと勉強したかった」と述

べていた。ただし、自由記述コメントで 「一度におぼ

えなければならない単語の数が30前 後もあってとて

も多すぎる。もう少し分けた方がいい」「読解教材のい

くつかが難 しかった」「高校の時スピーチ練習はかな

りした。この授業でプレゼンの練習をするのは無駄

その時間をもっと科学 ・技術に関連したことに使いた

かった」というように、表現を学習することの有用性

は良い評価を得たが、一度に導入する表現の数や読解

教 材の難易度、発表練習の有用性 などは、今後の検討

課題であることが明らかになった。

「『話す機会』 を作 り出すための工夫」の うち、 「パ

ー トナー情報シー ト」を用いた初顔合わせ の場面では、

どのペアもシー トの質問に沿った形で会話を進めてお

り、シー トは十分に役割を果た していた。

期間中に5回 課 した 「進捗状況 レポー ト」か らは、

各ペアでの会話の ようすの一部を知ることがで きる。

たとえば、ペア間での会話の中で新たに学んだ表現例

には、 「ビー玉、転がる、バランスが悪 い、接着剤、摩

擦」など、話題の展開が推測できるような表現が多 く

上がっていた。 また、使用 した 日本語 と英語 の割合の

変化を見てみ ると、 日本語学習歴 の短い学生たちの中

には、当初 「日本語50%-英 語50%」 「目本語30%-英

語70%」 とい う自己申告 もあったが、プロジェク トも

終わ りに近づ くと、全体で 日本語使用の割合 はかな り

高 くな り、数名の学生は 「99%あ るいは100%日 本語

を使った」 と報告 していた。この レポー トが、直接 コ

ミュニケーシ ョン促進 に効果をもたらしたか どうかは

定かではないが、会話のようす を報告 しなければなら

ない とい う一種の義務感 が、学生双方に 「日本語で話

をしなければ」とい う圧力になっていたことが窺 える。

材料費 の予算管理については、ペアによって、状況

にかな りの差違が見 られた。多 くのペアは、ふた りで

100円 シ ョップなどに出かけ、相談 しなが ら買い物 を

してお り、この予算 があることが会話のきっかけにな

っていた。 しか し、二人の性格が うま くかみあわない

ペアでは、どちらかひ とりが材料調達をは じめほとん

どの作業を リー ドして しまいがちであった。

ポスター製作 と発表準備、そ して投票作業 について

も、相性の良いペアは、 どの作業でも与えられた課題

達成 を目指 して積極的に会話 を進めていた。その影響

を受 けて、あま り話 さないペアも教室内の他のペアの

動きに同調する形で、作業を進 めなければ遅れを とる

と、話 し合 うことを促 されているようすであった。

三つめの 「『話 しやすい環境』を設定す るための工夫」

の うち利用施設の手配については、終了時アンケー ト

にこの点についての不満の声はなかった。実際、 しか

けの内容やデザインを考える時間には、ほとんどのペ

アがインターネ ッ トを利用 して製作例 を検索 し、デ ィ



スカ ッシ ョンを行っていたので、このよ うな工夫は有

効であると思 う。 日本人学生の対応については、留学

生が 「ジェスチ ャーを使った会話を していて、それが

習慣 となり技術的な 日本語はあま りうまくならなかっ

た」とコメン トす るよ うな例 もあって、実際の会話が、

本来 この授業で理想 とされ るよ うな言語使用の形では

なかった可能性 もあるが、少なくともコミュニケーシ

ョンがなされていることはわかる。

なお、留学生への終了時評価アンケー トでの、この

授業への評価結果は次のよ うである。(満 点5.0点)

4-1.今 年の課題は好きだったか。 全体平均3.6点

4-2.日 本人パー トナー と組むことは、会話能力向上の

助けになったか。3.9点

4-3.プ ロジェク トは科学技術 日本語の習得に役に立っ

たか。3.6点

〈自由記述コメン ト〉

・コミュニケーシ ョンしなければならない状態に置か

れたので良かった。

・講義で習った動詞をた くさん練習できた。プ ロジェ

ク トで練習できたので覚えるのが簡単だった。

・通常の 日本語クラスでは学べない動詞が勉強できた。

・技術的なことのコミュニケーシ ョンにはあま り役立

たなかったけれ ど、 日本語 を話す ことに慣れ るのに役

立った。

・もっと動きの語彙 を学びたかった。一番役に立つ。

それか ら、 日本人学生たちへの終了時ア ンケー トで

「ペアを組んだ留学生の 日本語は上達 したか」 と尋ね

たところ、回答者の8割 以上が 「上達 した」と答えて

いた。このように効果が上がった理由には、「会話量が

増えるから」と答えている。

以上のような結果から、今回の工夫のそれぞれがど

の程度、会話促進に貢献できたかの見極めはできなか

ったが、留学生 ・日本人双方とも日本語で会話をした

という実感は十分に得ていると言える。

5.む す び

当プログラムでは、本稿で紹介したような留学生と

日本人学生共同のプロジェクト授業に10年 近く取り

組んでいる。だが、時折2年 連続して参加する学生も

いるため、同じテーマを続けて取り上げることは支障

がある。そのため、どんなテーマなら学生たちが興味

を持てるか、そのテーマでどのような科学技術 目本語

表現を学習できるか、授業をどのように運営すれば日

本語力の向上に有効かなど、毎回授業計画に苦心する。

しかしこれまでの経験から、この授業形式は、基礎的

な科学技術日本語表現の修得と会話技能の向上に有効

であると、筆者は確信 している。この授業効果をより

一層高めることができるプロジェクトの授業プランお

よび指導方法の開発が、今後も継続して取 り組むべき

課題である。
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